
第117回例会	 2018年9月6日（木）12:30〜13:30　於 きざん八戸　　▶本日担当　外部卓話（小林 肇  様）
	 ▶司会　田沢　英治　会員　▶ビジター　小林　肇（八戸中央RC）　▶四つのテスト　新戸部　弓子　会員　　

　会長要件（島浦　理　会長）
	 　皆様こんにちは。本日は卓話をしていただく、小林肇様よりロータリーについてお

話をいただきます。小林様よろしくお願い致します。八戸聾学校での朝のあいさつ運
動大変ありがとうございます。これを企画していただきました、直前会長の工藤さん
三浦さん、それと広報活動をしていただいた村岡さん蛇口さんと参加されました皆様
に対して、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。地区大会の参加者12名となり
ました。多数の参加、ありがとうございました。これもお礼申し上げます。

　　　さて、9月に入りまして、プログラム通り進めていきたいと思います。10月のプログラムに若干の変更
がありますので、理事会で検討したいと思います。今後共、ご協力よろしくお願い致します。

　幹事報告（蛇口　和憲　幹事）

	 ○例会終了後、理事会を開催しますので理事、役員の方、お残り下さいませ。

	 ○八戸西RC、ホームページ色々と変更しておりますので、ぜひパソコン・スマホで
　見て下さいませ。

　出席報告（藤井　美保子　委員長）
	
　 第 117 回例会	 9 月 6 日（木）
	 会員総数	 33 名
	 本日出席者数	 18 名
	 出席率	 54.5 ％

　ニコニコBOX（木村　幸吉　委員長）
島浦　　理　会　長：小林先生、本日はよろしくお願いします。

	 蛇口　 和憲　幹　事：ふっても、てっても、ふいても、ゆれても災害！
　 　　　　　　　　　　 9 月 1 日、防災の日でした。
	 新戸部弓子　会　員：聾学校のあいさつ運動が終わってホッとしたけれど、朝がとて

　　　　　　　　　 も寂しく感じます。また、みんなでこんなふうに奉仕をしたい
　　　　　　　　　 と思いました。

	 三浦　節子　会　員：聾学校のあいさつ運動ありがとうございました。校長から西RCの赤いジャケットが、
とても見栄えが良くインパクトがあり、生徒達も一緒にRCの方々とあいさつしてい
る事で皆が生き生きした様子が見られて良かったと話がありました。

	 関川　文子　会　員：地震、台風と各地は大変で心よりお見舞い申し上げます。八戸は平和で何より。感
謝です。

	 大嶌　泰雅　会　員：実りの秋を楽しみましょう。台風がそれて良かった良かった…。　
	 田沢　英治　会　員：出来るか出来ないかではなく、やるかやらないかです。

島　浦・蛇　口・新戸部・三浦（節）
関　川・大　嶌・田　沢・小笠原（美）
小　芝・木　村・中　村・松　田
小笠原（信）・村　岡・工　藤・藤　井
畠　山・舘　坂
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	 小笠原美千代　会　員：今朝の北海道の地震、大阪の台風、それぞれ心からお見舞い申し上げます。八戸は
なんと素晴らしい土地なのか、改めて思います。ありがたい事です。

	 小芝　道子　会　員：悲しい、大変だという考えがフッと浮かぶとキャンセルを 4回繰り返した後「楽しみ」
と云い変えます。こんな努力楽しいですよ。

	 木村　幸吉　会　員：小林クラブアドバイザー、本日はようこそおいで頂きました。
	 中村ユミ子　会　員：中央ロータリークラブの小林肇様、主人が日頃大変お世話になっております。卓話、

よろしくお願い致します。
	 松田　郁子　会　員：北海道の地震にびっくりです。農業機械の一部、北海道の 90％ぐらいに出荷です。

お客様の事が心配です。
	 小笠原信子　会　員：今日は早退します。
	 村岡　徹弥　会　員：小林様、ようこそおいで下さいました！
	 工藤威美子　会　員：南の方では台風、今朝北海道では地震。甚大さに心が痛みます。様々戒める事を用

するかもです！！
	 藤井美保子　会　員：3時 8分揺れで目覚め、TVを見てビックリ。北海道は大変な状況でいつも思うこと

は、八戸は大した事もなく、すご〜く守られていると思います。感謝です。
	 畠山　徳陽　会　員：今日は、北海道の地震の話で持ちきりだと思います。今後、余震などで被害が拡大

しない事を切に願います！
	 舘坂　久子　会　員：今日の朝の地震びっくりしました。帰ってきてご飯を食べてました。すぐ、北海道

の知人に電話しました。大丈夫でした。
	 小林　　肇　（八戸中央RC）：しばらくです。今日は「ロータリーと私」と題してお話させていただきます。

　　　  よろしくお願い致します。（2,000 円）
（合計 20,000 円）

　外部卓話（小林　肇　クラブアドバイザー）
	 　皆様こんにちは。今日は貴重な時間を頂きましてありがとうございます。私、八戸

中央ＲＣの小林肇です。職業分類は税理士です。八戸西ＲＣ会長さんと同じ職業です。
　 　今日の卓話は島浦会長さんより「ロータリーと私」と題してと言われましたので、

当クラブは創立 34 周年で来年は記念の 35 周年です。その時は貴クラブにお世話にな
ります。さて、昨年の 12 月貴クラブの 2代会長の和井田さん、突然の交通事故死す
ごく残念です。お悔やみ申します。貴クラブも3年目に入りましたね。素晴らしいです。

　　八戸中央 RCの親クラブは八戸 RCで、創立時の会長さんは浅水会長、地区ガバナーは天摩正太郎氏、我
がクラブの特別代表は吉田昌平氏、この 3名の方はすべて八戸ＲＣメンバー。その吉田さんから私の所へ
TELが入り、ぜひ新クラブへ入会しませんかと進められました。そして、入会チャーターメンバーは 23 名、
バブル期で最高 38 名までいきましたが、今は 23 名です。少し残念です。私が 5代会長の時、交換留学生
を引き受けました。オーストラリアから来た、マイケル君です。ホームステイもやりました。大変苦労があっ
た事を記憶しております。マイケル君は日本語はゼロでも一年もいると日本語が上手になりましたね。そ
れと、マグダレナ・フラさん。彼女は今、金沢市で英語の教師をしており、時々八戸へ遊びに来ております。
ぜひ、貴クラブも交換留学生を受け入れてみませんか？

　　　さて、ロータリーとは一言で言うと、クラブを通じて、出席をして、①心の友をつくる②人をつくる③
信用をつくる。そう、出席なくして奉仕なし。そうです、例会に出席してロータリーはまさに「人生道場」
なのです…。

（紙面の関係上、割愛させていただきました。お許し下さい。）

　工藤　威美子（直前会長）
	 　小林先生、素晴らしい卓話です。まさに初心忘れるべからずですね。私たちクラブ

が誕生しましたのは、先輩の皆様のおかげです。我がクラブの紹介がロータリーの友
に載っておりましたね。衛星クラブから〜正クラブに「日本一」の早さで誕生すると
全国のロータリアンの皆様が見て下さったと思います。今、こうして食事をして、私
涙が…。

　 　昨今、日本中で辛い事がありますが、乗り越えれない事はないのです。小林先生が
34 年間をまるで昨日の事とお話をされ、やはりすべてが自身、私たちのクラブを大切にしなければと思い
ます。小林先生ありがとうございます。
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